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１．甲府市丸の内周辺地区における取り組み事例
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（１）自転車道の整備概要

（３）満足状況（アンケート調査結果）

－1－

・平和通りの（国道52号・主要地方道甲府韮崎線）歩道部において、自転
車と歩行者の接触事故を防止することを目的に自転車と歩行者を分離し
た安全で快適な自転車道を整備し、平成22年3月19日（金）より利用が
開始されました。

施工前

（２）利用状況（交通量調査結果：丸の内地区）

施工後

ネットワーク図

標準断面図

①交通量調査（第1回）
・日時：5月23日（水）7：00～19：00
・自転車・歩行者通行量の計測
・利用状況 自転車交通量：1,205台

歩行者交通量：1,006人

〇ヒアリング調査
・日時：6月22日（火） 9：00～19：00
・取得サンプル数 自転車利用者： 207サンプル

歩行者 ： 209サンプル

通行状況

②第2回交通量調査（第２回）
・日時 9月14日（火）7：00～19：00
・自転車・歩行者通行量の計測
・利用状況 自転車交通量：1,525台

歩行者交通量： 816人

●自転車利用者のうち約９割の方が｢自転車道｣を利用しているが、約１割の方が
｢歩道および車道｣を通行。同様に、歩行者の約９割の方が｢歩道｣を利用してい
るが、約１割の方が｢自転車道｣を通行。（※実施した２回の調査結果について、その
割合はほぼ同じ。）

通行ルールが守られていない人の割合

5月

9月

5月

9月

●全体で６４％が「通行しやすくなった」と回答。
●全体で１７％が「通行しにくくなった」と回答。

<自転車利用者> <歩行者＞

■通行しにくくなった要因・理由は？

<自転車利用者> <歩行者>
■通行しやすくなった要因・理由は？

■自転車道整備の満足状況
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２．甲府市朝日周辺地区における取り組み事例
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（１）自転車道の整備概要

参考】整備手法別のメリット・デメリット

－２－

（２）利用状況（交通量調査結果：甲府工業グランド前）

・市道朝日荒川線の歩道部において、自転車と歩行者の接触事故を防止す
ることを目的に自転車と歩行者を分離した安全で快適な自転車道を整備
し、平成22年4月1日（木）より利用が開始されました。

施工前

ネットワーク図

標準断面図

施工後

○交通量調査
・日時：4月21日（水）7：00～19：00
・自転車・歩行者通行量の計測
・利用状況 自転車交通量：3,021台

歩行者交通量：1,450人

通行状況

●自転車利用者のうち83％の方が｢自転車道｣を利用しているが、17％の方が
｢歩道および車道｣を通行。同様に、歩行者の85％の方が｢歩道｣を利用してい
るが、15％の方が｢自転車道｣を通行。

通行ルールが守られていない人の割合
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○自転車と自動車、歩行者が接触する危険性が低
い。

○自動車・歩行者といった他の交通と分離を図ること
が出来るため、自転車のスムースな通行が可能で
ある。

特徴（○：メリット、△：デメリット）

○自転車と自動車が接触する危険性は低い。
○走行位置が明確に区分されるため、比較的スムー
スな通行が可能となる。

▲物理的に分離する構造ではないため、自転車と歩
行者が接触する危険性が残る。

○自転車空間を明確にすることが出来る。
○自転車レーンは車道として整備されるため、平坦
性に優れる。

▲自転車レーン内の自転車の通行は一方通行（自動
車と同方向）のみとなる。

▲物理的に分離する構造ではないため、自転車と自
動車が接触する危険性が残る。

▲自転車の通行が駐停車車両に妨げられるおそれ
がある。
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